
（別紙３）

～ R7年　３月　21日

（対象者数） 34名 （回答者数）
29名

～ R７年　3月　10日

（対象者数） ４名 （回答者数）
４名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
児童が意見を言いやすい関係性を作り、児童の意

見が反映される環境を作っていきます

2
今後も児童が挑戦したいことは支援し、児童の自

信に繋がるよう支援していきたい

3

個別への報告だけではなくInstagramなどを使用

して全体の活動の様子を知れるようにしていきた

いと思います

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1 児童が怪我しないよう見守り・環境整備を行う

2
今後、保護者同士が交流できる状況を作り、お互

いで情報交換ができるようにする

3

○事業所名 ドーユーラボなは

○保護者評価実施期間
R７年　３月　６日

○保護者評価有効回答数

R７年　３月　７日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R7年　３月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所がバリアフリーではない 室内外に段差があり、トイレも引き戸ではない

保護者会など保護者同士が交流する機会が少ない 保護者からの要望はあるが対応できていない

活動プログラムが固定化しないよう工夫している。
児童の興味を職員間で共有し、活動が固定化しない

ようMTGで内容を検討している

児童が自分の得意なところや苦手なところを主張し

て活動に取り組めるようにしている

児童が活動しやすいようボードゲームや工作の材料

は訓練室に設置し、児童から要望があった時は自由

に使っていいと説明している

児童の日々の活動を保護者に報告している
申し送りやLINE、SNSを活用して児童の活動の様

子を保護者に報告している

事業所における自己評価総括表公表


